
第 5章 議事要旨 

                      

令和 3年度委員会議事要旨 

 

第１回委員会 

○日 時： 令和 3 年 12 月 22 日（水）16：00～18：00 

○場 所： 一般財団法人 地球産業文化研究所 会議室 

○出席者（順不同、略称） 

黒川委員長（慶應義塾大学 名誉教授、千葉商科大学 大学院教授） 

伊藤委員（公認会計士） 

大串委員（スマートエナジー 代表取締役社長） 

髙城委員（八重洲監査法人 社員 公認会計士 ） 

髙村委員（東京大学 未来ビジョン研究センター 教授） 

村井委員（日本大学 商学部大学院 教授） 

（経済産業省） 

長田 産業技術環境局 地球環境連携室長 

高橋 産業技術環境局 地球環境連携室 室長補佐 

（オブザーバー） 

若林氏（NEDO） 

東川氏（東京都） 

松前氏（東京ガス株式会社） 

石井氏（日本/東京商工会議所） 

吉高氏（三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング株式会社） 

田上氏（一般財団法人 日本エネルギー経済研究所） 

松本氏（EY ストラテジー＆コンサルティング）  

（事務局） 

    GISPRI ５名 

 

○議事次第 

１． 事務局挨拶 

２． 委員長挨拶 

３． 「温暖化対策の現状と課題」（高村委員） 



４． 「ESG と COVID-19、そしてトランジションファイナンス」（三菱 UFJ リサーチ＆コンサ

ルティング株式会社 吉高氏） 

５． 意見・情報交換等 

６． 事務連絡 

 

○議事要旨 

１．事務局挨拶 

委員会開催にあたり事務局を代表して蔵元専務理事から挨拶があった。 

 

２．黒川委員長から挨拶 

今年度委員長である黒川委員長より挨拶があった。 

 

３．「COP26の結果と気候変動に関わる動向」（髙村委員） 

髙村委員から「COP26 の結果と気候変動に関わる動向」に関して報告があり質疑応答

を行った。 

 

４．「気候変動に関する ESGの動向‐日本企業のリスクとビジネス機会‐」 

（三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング株式会社） 

三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング株式会社 吉高氏より「気候変動に関する

ESGの動向‐日本企業のリスクとビジネス機会‐」として発表があり、質疑応答

や議論を行った。 

 

５．＜情報提供＞「東京都キャップ＆トレード制度の実績と動向について」（東京都） 

 東京都 東川氏より「東京都キャップ＆トレード制度の実績と動向について」と

して情報提供があった。 

６．意見・情報交換 

全般を通じて意見交換等を行った。 

 

７．事務連絡 

事務局である前川から各種事務連絡を行った。 

                                                   

以上 

 

 

 

 



第２回委員会 

○日 時 

令和 4年 3月 10日（金）16：00～18：00 

 

○場 所 

一般財団法人 地球産業文化研究所 会議室 

 

○出席者（順不同、略称） 

黒川委員長（慶應義塾大学 名誉教授、千葉商科大学 大学院教授） 

伊藤委員（公認会計士） 

大串委員（スマートエナジー 代表取締役社長） 

髙城委員（八重洲監査法人 社員 公認会計士 ） 

村井委員（日本大学 商学部大学院 教授） 

（経済産業省） 

高橋 産業技術環境局 地球環境連携室 室長補佐 

（オブザーバー） 

谷川氏（一般社団法人日本経済団体連合会） 

石田氏（NEDO） 

東川氏（東京都） 

   青木氏（東京都） 

松前氏（東京ガス株式会社） 

松本氏（アビームコンサルティング）  

（事務局） 

      GISPRI 5名 

○議事次第 

１． 事務局挨拶 

２． 委員長挨拶 

３． 「二国間クレジット制度（JCM）の最新動向 他」（経済産業省 高橋氏） 

４． 「東京都の気候変動対策の現状と課題」（東京都 東川氏） 

５． 意見・情報交換等 

６． 事務連絡 

 

○要 旨 

１． 事務局挨拶 

本委員会開始にあたり事務局を代表して蔵元専務理事より挨拶があった。 



 

２． 委員長挨拶 

今年度委員長である黒川委員長より挨拶があった。 

 

３． 「二国間クレジット制度（JCM）の最新動向 他」（経済産業省 高橋氏） 

経済産業省 高橋氏より「二国間クレジット制度（JCM）の最新動向 他」の発表が

あり、質疑応答や議論を行った。 

 

４． 「東京都の気候変動対策の現状と課題」 

東京都 東川氏より「東京都の気候変動対策の現状と課題」として発表があり、質

疑応答や議論を行った。 

 

５． 意見・情報交換等 

全般を通じて意見交換等を行った。 

 

６． 事務連絡 

事務局である前川より各種の事務連絡があった。 

 

以上 

 

 


